昭島市役所　御中
2016年5月3日
平素より市政にご尽力下さりありがとうございます。
このたび、昭島市民から貴市昭和公園における動物の飼育環境について、複数の通報があったため、下記改善提案・要望を提出させていただきます。
現状と問題点について
1.ヤクシカについて
11頭のシカが8ｍ×7ｍほどのスペースで飼育されています。餌やり・掃除は朝1回だけ。一日の終わりには地面は糞だらけになり、反芻動物に必要な牧草も不足しています。

2.隔離された一頭のオスのヤクシカについて
2.5ｍ×2.5ｍほどのスペースで、数年間飼育されています（正確な年数は不明）。餌やり・掃除は朝1回だけ。反芻動物に必要な牧草も不足しています。
3.セキセイインコについて
同空間に約200羽のセキセイインコが雌雄一緒に飼育されています。（正確な数は記録されていません）床にたまった水は緑色に汚れ、ケージに近づくと悪臭が漂っています。
同程度のサイズのバードケージが、園内にはほかに二つありますが、使用されていません。（理由は不明）
4. 知能が高く、自然界でも高度な環境で生活するサルの飼育に対して、エンリッチメント（飼育動物の幸福な暮らしのための工夫）が行われていません。サルは無味乾燥な目新しいもののなにも無い退屈な環境に置かれています。

これらについて下記を改善提案・要望いたします。
1.各動物に対して、朝昼晩3回の餌やりと清掃
シカのような草食動物は、本来なら豊橋総合動植物公園で実施されているように、広いスペースを用意して緑の草原で飼育するのが最良である。しかしそれが不可能ならば、反芻動物の鹿が常時採食できる牧草の給餌が求められる。
地面に牧草を置くと汚れるため網様のエサ入れを地面と離して設置すると良い。
2.セキセイインコを雌雄別飼し、適切な繁殖制限により、これ以上の過密飼育を防止すること
セキセイインコの雌雄は、鼻の『ろう膜』の色で素人でも見分けることが可能。空いている他のバードケージに分散させると良いが、その場合雌と雄は互いの姿が見えないケージに収容すること。姿が見えると発情を促し、特に雌の場合は慢性発情、慢性産卵は様々な疾患の原因となる。
3.エンリッチメント（飼育動物の幸福な暮らしのための工夫）の実施
3-1植樹－植物を利用する（＊1）
捕らえられた動物は植物ベースのエンリッチメントで環境強化できる。葉を通してざわめく風、葉の上に落ちる雨、緑の屋根、季節とともに変化する形、色、木漏れ日、花や果物の匂い、集まってくる昆虫は、時間的、空間的な変化を生み、単調な環境を色付けし、動物の好奇心をかきたてることができる。
3-2餌を利用する
自然界では同じ時間に同じ場所でエサを食べるということはありえない。また野生下では動物たちは採食のための探索に多くの時間を費やしている。よって本来の行動を発揮できるよう給餌方法の工夫を行う。
鶴の場合（＊2）
・ミルワームを落ち葉下に隠す

・水場に生きた魚を放つ（ブロックを置いて魚が隠れるようにする）
サルの場合（＊3）
・ご飯を壁に塗る（米と麦を炊飯器で焚き、おかゆ状態にしたものを、壁や柱の高い場所に塗る。サルはよじ登ったり飛んだりして、本来の運動能力を駆使した採食行動を発揮できる）
・ちょっとしたおやつを非日常的な楽しみとして与える(獣医師との相談の上）

・暑い日にはアイスキャンデーや凍らせた果物を与える。
・竹筒ユサユサ（穴の開いた竹にヒマワリ、ハトエ、麦を入れ、竹を触る、揺する、振る、乗るのいずれかの動作で中の餌が出る仕組み）

3-3サルの行動エンリッチメント
ワラ、ロープ、タライ、シーツ、枯れ木、丸太、バナナの葉、竹などを与える。

（エンリッチメントは目新しさを持続させなければならないため、設置物は不定期に動かしたほうが良い）
サルのより詳細なエンリッチメントについては＊3を参照されたい。

3-4ヤクシカ飼育スペースの拡大

ヤクシカは一日のうち数時間、園内の一部を囲って放飼することを提案する（第一候補として、すでに囲いが設置されている機関車のスペースが考えられる）
隔離されたヤクシカの飼育スペースは特に狭く、長期にわたり収容されていることを考えると早急な対応が必要と考えられる。
エンリッチメントについての参照・参考文献
＊1「Exploring the potential for plant based enrichment」

http://www.zoolex.org/publication/frediani/plant_based_enrichment_frediani_ICEE2009.pdf
＊2　「アフリカゾウのエンリッチメントの実際　Feeding-Enrichment for African Elephants」
http://knots.or.jp/corporation/wp-content/images/2013/12/ICAC_KOBE2009_Ja_WS2_3_suzuki.pdf
＊3　「さる山　旭山動物園/北海道」
http://www.zoo-net.org/enrichment/award/2004/tantousya/oubo.html
animal Enrichment

http://www.animalenrichment.org/
The Shape of Enrichment日本支部

http://www.enrichment-jp.org/aim/
Managing Animal Behaviour through Environmental Enrichment with Emphasis in Rescue and Rehabilitation Centres

http://www.zoolex.org/publication/lozano/thesis/title.html
THE HONOLULU ZOO'S ANIMAL ENVIRONMENTAL ENRICHMENT PROGRAM

http://www.honoluluzoo.org/support-the-zoo/environmental-enrichment-program.html
4.動物の数および状態について記録台帳をつけること

現在、隔離されたシカの経緯、セキセイインコの出生数・死亡数・現在の数などが把握されていない。第一種動物取扱業者が遵守すべき動物の管理の方法等の細目第5条には「１日１回以上巡回を行い、動物の数及び状態を確認するとともに、その実施状況 について記録した台帳を調製し、これを５年間保管すること。」とあるため、これを実施すること。
以上。
　ご多忙中恐縮ですが、これらの改善提案・要望についてどのような対応をしていただけるか、書面（郵便またはFAX）あるいは電子メール（宛先：sato@arcj.org）にてご回答いただければ幸甚です。

　何卒、よろしくお願い申し上げます。
NPO法人アニマルライツセンター　

